
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日本は今、さらなる外国人労働者を受け入れようとしています。誰にでも平等な社会をめざす人口 550 万

人のフィンランドは、日本と同じように少子高齢化と労働者不足に悩んでいます。そうしたなか、外国から移民を

受け入れ、社会統合を図る移民政策をとっています。 

このセミナーでは、フィンランドの移民受け入れに関する制度と、学校教育と地域における外国ルーツをもつ子

どもの支援についての事例を紹介しながら、これからの日本についてみなさんと意見交換をしたいと思います。 

 

                    
【日 時】  ２０１9年 １月１９日（土）  

午後２時～４時 （受付 1時半～） 

 

【場 所】   ヒューライツ大阪 セミナー室 
 

          大阪市西区西本町 1-7-7 CE西本町ビル 8F  

              地下鉄四つ橋線「本町駅」27番出口右側すぐ 

（１階に和菓子屋「高砂堂」、右側入り口すぐエレベーターあり） 

 

 

【対 象】  外国にルーツをもつ子どもの教育支援に関わっている方・関心のある方、学校教職員、地域の支援者 
 

【定 員】  30名（先着順）      【資料代】  500円 （主催団体の会員は 300円） 
 

【主 催】  ヒューライツ大阪、ＮＰＯ法人おおさかこども多文化センター 
 

【申込先】  ヒューライツ大阪 （（一財）アジア・太平洋人権情報センター） 

名前、所属、メールアドレスを記入のうえ E メール ： webmail@hurights.or.jp 

または TEL:０６－６５４３－７００３、FAX:０６－６５４３－７００４ までご連絡ください。 

なお、資料準備のため 1月 16日（水）までにお申し込みください。 

フィンランドの移民受け入れ 

～これから日本が歩む道をさぐる～  

 

【講 師】 亀谷 優子 （ヒューライツ大阪  企画職） 
 

日本、スウェーデン、フィンランドで福祉を学び、約 18 年間、フィンランドに

滞在。2006 年から NGO やヘルシンキ市福祉課で移民支援プロジェクト

に携わり、約 7年間、フィンランド難民支援（Suomen Pakolaisapu）

というNGOでピアサポートによる多文化共生事業のチームリーダーを務めた。

2018年 4月より現職。 

フィンランドのピアサポーター養成講座の様子 


